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(57)【要約】
【課題】診断補助情報の入力についての作業負担の軽減
。
【解決手段】内部記憶部１７は、複数の検査項目の各々
について診断補助情報と超音波画像が表示される表示領
域における診断補助情報の表示位置とを関連付けて記憶
する。画像生成部１４は、超音波プローブ１からのエコ
ー信号に基づいて走査対象の検査項目に関する超音波画
像を生成する。モニタ２は、表示領域を有する。表示制
御部１６ａは、内部記憶部１７に記憶されている診断補
助情報のうちの走査対象の検査項目に関連付けられた特
定の診断補助情報を、特定の診断補助情報に関連付けら
れた特定の表示位置に表示するようにモニタ２を制御す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の検査項目の各々について診断補助情報と超音波画像が表示される表示領域上にお
ける診断補助情報の表示位置とを関連付けて記憶する記憶部と、
　超音波プローブからのエコー信号に基づいて走査対象に関する超音波画像を生成する生
成部と、
　超音波画像のための表示領域を有する表示部と、
　前記記憶部に記憶されている診断補助情報のうちの前記走査対象の検査項目に関連付け
られた特定の診断補助情報を、前記特定の診断補助情報に関連付けられた特定の表示位置
に表示するように前記表示部を制御する制御部と、
　を具備する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記生成された超音波画像の表示前において、前記特定の診断補助情報
を前記特定の表示位置に表示する、請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示部は、前記生成された超音波画像を前記表示領域に即時的に表示し、
　前記制御部は、前記特定の診断補助情報を前記生成された超音波画像に重ねる、
　請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記走査対象の検査項目は、検査プロトコルに含まれる複数のサブ検査項目を含み、
　前記制御部は、前記複数のサブ検査項目の検査順序に沿って順番に、前記サブ検査項目
各々に関連付けられた前記特定の診断補助情報を、前記特定の診断補助情報に関連付けら
れた表示位置に表示するように前記表示部を制御する、
　請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記検査項目は、走査部位、映像モード、及び表示条件の少なくとも一つを含む、請求
項１記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記記憶部は、前記診断補助情報を操作者情報及び患者情報の少なくとも一つに関連付
けて記憶する、請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記診断補助情報は、マーク、図形、文字、及び記号の少なくとも一つを含む、請求項
１記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記特定の診断補助情報は、複数の診断補助情報を有し、
　前記制御部は、前記複数の診断補助情報を被検体の体格、年齢、及び性別の少なくとも
一つに基づいて表示する、
　請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記走査対象の検査項目を、ユーザからの指示に従って、または、検査プロトコルに従
って自動的に選択する選択部をさらに備える、請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記表示部に表示されている超音波画像に対して、ユーザからの指示に従って診断補助
情報を付帯させるための入力部をさらに備え、
　前記記憶部は、前記入力部を介して付帯された診断補助情報と前記付帯された診断補助
情報の表示位置と前記表示されている超音波画像とを互いに関連付けて記憶する、
　請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記診断補助情報は、前記複数の検査項目の各々について生成された超音波画像に関連
づけて記憶されている請求項１記載の超音波診断装置。
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【請求項１２】
　前記診断補助情報は、前記被検体の過去の各検査項目における超音波画像とともに記憶
されている請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記診断補助情報は、観察部位配置情報を含む、請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　複数の検査項目の各々について診断補助情報と超音波画像が表示される表示領域におけ
る診断補助情報の表示位置とを関連付けて記憶する記憶部と、
　超音波画像のための表示領域を有する表示部と、
　前記記憶部に記憶されている診断補助情報のうちの前記走査対象の検査項目に関連付け
られた特定の診断補助情報を、前記特定の診断補助情報に関連付けられた特定の表示位置
に表示するように前記表示部を制御する表示制御部と、
　を具備する超音波画像表示装置。
【請求項１５】
　超音波画像のための表示領域を有する表示部と、複数の検査項目の各々について診断補
助情報と超音波画像が表示される表示領域における診断補助情報の表示位置とを関連付け
て記憶する記憶部と、を有する超音波診断装置の超音波画像表示方法において、
　走査対象の検査項目を選択し、
　前記記憶部に記憶されている診断補助情報のうちの前記選択された検査項目に関連付け
られた特定の診断補助情報を、前記特定の診断補助情報に関連付けられた特定の表示位置
に表示する、
　ことを具備する超音波画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置、超音波画像表示装置、及び超音波画像表示方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、簡便な操作性、被曝のおそれがない非侵襲性などの利点を備えた医
用画像診断装置として、今日の医療において、心臓、肝臓、腎臓、乳腺など、様々な生体
組織の検査に利用されている。
【０００３】
　超音波診断装置は、超音波プローブを介して超音波を送信し、被検体の内部組織から反
射された超音波（反射波）を受信する。超音波診断装置は、超音波プローブからのエコー
信号に基づいて、被検体内の組織構造や血流情報を示す超音波画像（Ｂモード画像やドプ
ラ画像）を、静止画像、あるいは時系列に沿った動画像として生成する。生成された超音
波画像は、モニタに表示されるとともに、ＩＣメモリや光磁気ディスク等の記憶媒体に保
存される。
【０００４】
　超音波画像診断の際、同一被検体に関する現在の超音波画像と過去の超音波画像との比
較読影が行われている。
【０００５】
　比較読影の際、医師などの読影者は、診断対象となる現在の超音波画像と比較対象とな
る過去の超音波画像とを観察する必要がある。比較対象の超音波画像としては、例えば、
肝臓などの同一の部位が撮影された超音波画像が用いられる。読影者が過去の超音波画像
から所望の超音波画像を検索するために用いる情報として、ボディマークが利用されてい
る。ボディマークとは、被検体に対する超音波プローブの当接位置及び当接方向（換言す
れば、走査位置及び走査方向）を大まかに示す概略図のことである。ボディマークは、超
音波画像に関連付けて保存されている。
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【０００６】
　超音波診断装置は、保存された過去の超音波画像をモニタに表示する際、当該超音波画
像に関連付けられたボディマークもともに表示する。読影者は、比較読影に用いる超音波
画像を検索する際、ボディマークを参照し、表示された超音波画像の撮影状況を視覚的に
把握している。
【０００７】
　同一患者の反復検査（例えば、産婦人科等により行われ、時系列で同じ検査を反復する
こと）、または同一の検査プロトコルで異なる被検体に検査をする場合がある。以前の被
検体や検査で表示した診断補助情報（文字列、矢印、ボディマーク、及びプローブマーク
等）を同じ場所に繰り返し入力して、表示する必要があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－２２４５９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　実施形態の目的は、診断補助情報の入力についての作業負担を軽減することを可能とす
る超音波診断装置、超音波画像表示装置、及び超音波画像表示方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、複数の検査項目の各々について診断補助情報と超
音波画像が表示される表示領域における診断補助情報の表示位置とを関連付けて記憶する
記憶部と、超音波プローブからのエコー信号に基づいて走査対象の検査項目に関する超音
波画像を生成する生成部と、超音波診断装置のための表示領域を有する表示部と、前記記
憶部に記憶されている診断補助情報のうちの前記走査対象の検査項目に関連付けられた特
定の診断補助情報を、前記特定の診断補助情報に関連付けられた特定の表示位置に表示す
るように前記表示部を制御する制御部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態における超音波診断装置の構成を示す図。
【図２】本実施形態の超音波診断装置の検査流れの一例を示すフローチャート。
【図３Ａ】本実施形態の検査プロトコルにおける同一患者の診断部位情報の候補表示の一
例を示す図。
【図３Ｂ】本実施形態の検査プロトコルにおける過去の診断部位情報の候補表示の一例を
示す図。
【図４】本実施形態の検査プロトコルにおける個別検査の詳細の一例を示す図。
【図５】本実施形態の診断部位情報の表示の一例を示す図。
【図６Ａ】本実施形態の診断補助情報と超音波画像との重ね合わせ表示の一例を図。
【図６Ｂ】図６Ａの診断補助情報の表示の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係る超音波診断装置、超音波画像表示装置、及
び超音波画像表示方法について説明する。
【００１３】
　まず、本実施形態における超音波診断装置の構成について説明する。図１は、本実施形
態に係る超音波診断装置の構成を説明するための図である。図１に示すように、本実施形
態に係る超音波診断装置は、超音波プローブ１、モニタ（表示装置）２、入力装置３、及
び装置本体１０を有する。
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【００１４】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有する。複数の圧電振動子は、装置本体１０
内の送受信部１１からの駆動信号の供給を受けて超音波を送波し、被検体Ｐにより反射さ
れた超音波を受波し、受波された超音波を電気信号に変換する。また、超音波プローブ１
は、複数の圧電振動子の前方に設けられる整合層と複数の圧電振動子から後方への超音波
の伝播を防止するためのバッキング材とを有する。
【００１５】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射される。反射波は、エ
コー信号として複数の圧電振動子により受信される。受信されるエコー信号の振幅は、超
音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお、移動して
いる血流や心臓壁などの移動体の表面で超音波が反射された場合、そのエコー信号は、ド
プラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して、周波数偏移を受
ける。
【００１６】
　なお、本実施形態に係る超音波プローブ１の走査方式は、２次元走査方式であっても、
３次元走査方式であっても良い。２次元走査方式の場合、超音波プローブ１は、１次元に
配列された複数の圧電振動子を内蔵し、一列の複数の圧電振動子により２次元走査面を走
査する。あるいは、２次元走査方式の場合、超音波プローブ１は、２次元に配列された複
数の圧電振動子を内蔵し、２次元配列の複数の圧電振動子を利用して２次元走査面を走査
しても良い。本実施形態に係る３次元走査方式は、機械走査方式にも電子走査方式にも適
用可能である。機械走査方式の場合、超音波プローブ１は、一列の複数の圧電振動子を機
械的に揺動することにより、３次元領域を走査する。電子走査方式の場合、超音波プロー
ブ１は、２次元配列の複数の圧電振動子により３次元領域を走査する。
【００１７】
　入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリ
ーン、フットスイッチ、トラックボールなどの入力機器を有する。入力装置３は、超音波
診断装置の操作者から入力機器を介した各種設定要求を受け付け、装置本体１０に対して
受け付けた各種設定要求を転送する。例えば、入力装置３は、操作者からの画像保存要求
などを受け付ける。また、入力装置３は、特に本実施形態に関連するものとしては、超音
波画像に対応付けられる診断補助情報の入力を受け付ける。なお、診断補助情報について
は、後に詳述する。
【００１８】
　モニタ２は、操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するためのＧＵＩ（Ｇｒ
ａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を表示することができる。また、モニ
タ２は、装置本体１０により生成された超音波画像を表示したり、診断補助情報を表示し
たりする。例えば、モニタ２は、操作者からの要求に従い、診断補助情報制御部１６ｂの
制御に従って、後述する内部記憶部１７または外部記憶装置に記憶されている診断補助情
報を表示する。
【００１９】
　装置本体１０は、超音波診断装置の中枢として機能する。装置本体１０は、図１に示す
ように、送受信部１１、Ｂモード処理部１２、ドプラ処理部１３、画像生成部１４、画像
メモリ１５、制御部１６、及び内部記憶部１７を有する。
【００２０】
　送受信部１１は、超音波プローブ１に駆動信号を供給する。具体的には、送受信部１１
は、送信処理のため、図示しないトリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路等を有して
いる。パルサ回路は、所定のレート周波数　ｆｒ　Ｈｚ（周期；１／ｆｒ秒）で、送信超
音波を形成するためのレートパルスを繰り返し発生する。遅延回路は、送信方向及び送信
焦点位置に応じた遅延時間をチャンネル毎に各レートパルスに印加する。トリガ発生回路
は、このレートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ２に駆動信号を印加する。
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駆動信号の印加により、遅延時間に応じた送信方向及び送信焦点位置に関する超音波送信
ビームが超音波プローブ２から送信される。換言すれば、遅延回路は、各レートパルスに
対し与える遅延時間を変化させることで、圧電振動子面からの送信方向を任意に調整する
。
【００２１】
　また、送受信部１１は、超音波プローブ１が受信したエコー信号に対して各種処理を行
ってビームデータを生成する。具体的には、送受信部１１は、受信処理のため、図示して
いないアンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、及び加算器などを有する。アンプ回路は、超音波プロ
ーブ２からのエコー信号をチャンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、増幅されたエコー
信号にＡ／Ｄ変換を施す。加算器は、デジタルのエコー信号に、超音波受信ビームのビー
ム方向を決定するのに必要な遅延時間を受信焦点位置毎に印加し、遅延時間が与えられた
エコー信号を加算する。この遅延加算により、エコー信号の受信指向性に応じた方向から
の反射成分が強調され、超音波受信ビームに対応するビームデータが生成される。
【００２２】
　このように、送受信部１１は、超音波の送受信における送信指向性と受信指向性とを制
御する。なお、送受信部１１は、後述する制御部１６の制御により、遅延情報、送信周波
数、送信駆動電圧、開口素子数などを瞬時に変更可能な機能を有している。また、送受信
部１１は、１フレームもしくは１レートごとに、異なる波形を送信して受信することも可
能である。
【００２３】
　Ｂモード処理部１２は、送受信部１１からのビームデータに対して対数増幅や包絡線検
波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現するＢモードデータを生成する。
【００２４】
　ドプラ処理部１３は、送受信部１１からのビームデータに対して周波数解析を施し、ド
プラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、パワー等の移
動体情報をカラーで表現するドプラデータを生成する。
【００２５】
　画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２からのＢモードデータに基づいて反射波の強度
を輝度で表現するＢモード画像を即時的（リアルタイム）に生成し、ドプラ処理部１３か
らのドプラデータに基づいて移動体情報をカラーで表現するドプラ画像を即時的に生成す
る。ドプラ画像としては、例えば、平均速度画像、分散画像、パワー画像等が生成可能で
ある。以下、Ｂモード画像とドプラ画像とをまとめて超音波画像と呼ぶことにする。
【００２６】
　画像メモリ１５は、画像生成部１４からの超音波画像を記憶するメモリである。画像メ
モリ１５は、図示しないネットワークを介した別の記憶装置に設けられていてもかまわな
いし、その両方でもかまわない。
【００２７】
　内部記憶部１７は、超音波送受信、画像処理および表示処理を行うための制御プログラ
ムや、診断情報や、検査プロトコル（検査種別）などの各種データを記憶する。また、内
部記憶部１７は、必要に応じて、画像メモリ１５が記憶する画像の保管などにも使用され
る。なお、内部記憶部１７が記憶するデータは、図示しないインターフェース回路を経由
して、外部の周辺装置へ転送することができる。
【００２８】
　また、内部記憶部１７は、複数の検査項目の各々について診断補助情報と超音波画像が
表示される表示領域における診断補助情報の表示位置とを関連付けて記憶する。診断補助
情報は、超音波画像の観察時に入力装置３を介して操作者により超音波画像に付帯される
表示情報である。診断補助情報として実際に表示される表示情報としては、具体的には、
マーク、図形、文字、及び記号の少なくとも一つが挙げられる。マークとしては、例えば
、ボディマークやプローブマークが挙げられる。ボディマークやプローブマークは、超音
波走査時における超音波プローブの被検体への当接位置及び当接向きを大まかに示す概略
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図である。また、診断補助情報としては、検査時間や走査部位、走査部位の位置を示す文
字列や図形、記号であっても良い。走査部位の位置を示す文字列や図形、記号を観察部位
配置情報と呼ぶことにする。この他にも、診断補助情報としては、計測結果を表す文字列
やマーク、図形等であっても良い。なお、診断補助情報としては、操作者がキーボード等
を使用して入力した任意の文字列や矢印等であっても良い。検査項目は、走査部位、映像
モード、及び表示条件の少なくとも一つを含んでいる。検査項目に利用される走査部位と
しては、心臓、肝臓、胃、下腹部、頸部、胎児等の超音波検査の全ての観察対象が挙げら
れる。検査項目に利用される映像モードとしては、Ｂモードやドプラモード、エラストグ
ラフィーモード、せん断波エラストグラフィー（shear wave elastography）モード、Ｗ
ＭＴ（wall motion tracking）モード等が知られている。検査項目に利用される表示条件
としては、視野深度（depth）やゲイン等が挙げられる。また、内部記憶部１７は、診断
補助情報を、患者情報、操作者情報、検査日等に関連付けて記憶しても良い。患者情報や
操作者情報としては、氏名やＩＤ等が挙げられる。超音波画像が表示される表示領域にお
ける診断補助情報の表示位置は、具体的には、超音波画像上における診断補助情報の表示
座標である。
【００２９】
　なお、診断補助情報は、予めデフォルトとして登録されていても良いし、入力装置３を
介して操作者により新規に登録されても良い。また、内部記憶部１７は、ネットワークを
介して外部装置から受信された診断補助情報、さらには検査を受ける被検体の過去の超音
波画像から抽出された診断補助情報も一時的に記憶しても良い。検査プロトコル（検査種
別）に対応する診断補助情報も同様に記憶される。
【００３０】
　検査プロトコル（検査種別）とは、１つ又は複数の走査部位に対する走査を含む一連の
検査を差す。この検査プロトコルは、検査手順と言い換えることもできる。検査プロトコ
ルとしては、例えば、心臓スクリーニング、上腹部スクリーニング、血管スクリーニング
などがある。心臓スクリーニングは、例えば、胸骨左縁長軸検査、胸骨左縁短軸検査、心
尖部長軸検査、及び心尖部四腔像検査といった複数の検査項目を含む一連の検査である。
ここで、胸骨左縁長軸検査においては、例えば、超音波プローブ１を第３、４肋間の胸骨
左縁からアプローチし，大動脈（ＡＯ）、左心房（ＬＡ）、左心室（ＬＶ）の位置や壁運
動および僧帽弁（ＭＶ）の前尖（ＡＭＬ）、僧帽弁後尖（ＰＭＬ）、大動脈弁（ＡＶ）の
状態が観察される。胸骨左縁短軸検査においては、例えば、胸骨左縁長軸像から９０°時
計回りに超音波プローブ１を回転することにより検査される。心尖部長軸検査は、胸骨左
縁長軸像ではアプローチできない心尖部を含めた左室長軸像で、前壁中隔、後壁の虚血性
心疾患の診断に用いられ、またドプラ法にて左室流入波形や狭窄部血流の観察に適する。
心尖部四腔像検査においては、心尖部長軸像より超音波プローブ１を時計方向へ９０°回
転させて得られる断層像で、左右の心腔を同時に描出し、中隔、側壁の動きや僧帽弁、三
尖弁が観察される。このような検査プロトコルの場合、各検査項目について超音波画像が
生成される。
【００３１】
　以下、検査プロトコルに含まれる各検査項目に対応する検査を個別検査という。この個
別検査においては、対象走査部位を走査することにより当該対象走査部位に関する超音波
画像が生成される。
【００３２】
　検査プロトコルに含まれる複数の個別検査は予め決められた順序で行なわれる。診断補
助情報は、個別検査毎に関連付けられる。
【００３３】
　制御部１６は、超音波診断装置における各部を制御する。具体的には、制御部１６は、
入力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１７から読み込ん
だ各種制御プログラムに基づき、送受信部１１、Ｂモード処理部１２、ドプラ処理部１３
、及び画像生成部１４を制御することにより、超音波画像生成処理を制御する。
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【００３４】
　図１に示すように、制御部１６は、表示制御部１６ａと診断補助情報制御部１６ｂとを
有している。表示制御部１６ａは、モニタ２を制御し、各種情報をモニタ２に設けられた
表示領域に表示する。例えば、表示制御部１６ａは、画像生成部１４により生成された超
音波画像をモニタ２に即時的に表示する。また、表示制御部１６ａは、画像メモリ１５ま
たは内部記憶部１７に格納された超音波画像を読み出して、読み出された超音波画像をモ
ニタ２に表示することもできる。
【００３５】
　例えば、表示制御部１６ａは、入力装置３を介して、内部記憶部１７によって記憶され
た超音波画像のうちの操作者により選択された超音波画像の表示要求を受け付けることを
契機として、選択された超音波画像を内部記憶部１７から読みだしてモニタ２に表示する
。
【００３６】
　超音波画像の表示要求としては、走査中の被検体の内部組織に関する超音波画像を即時
的に表示するために、画像生成部１４によって生成され画像メモリ１５または内部記憶部
１７に格納された超音波画像を、順番に表示要求する場合や、過去に画像生成部１４によ
って生成され内部記憶部１７または外部記憶装置に格納された超音波画像の中から選択し
た超音波画像を表示要求する場合などがある。
【００３７】
　また、表示制御部１６ａは、診断補助情報制御部１６ｂの指示に従って、内部記憶部１
７に記憶されている診断補助情報のうちの、走査対象の検査項目に関連付けられた特定の
診断補助情報を、この特定の診断補助情報に関連付けられた特定の表示位置に表示するよ
うにモニタ２を制御する。走査対象の検査項目に関連付けられた診断補助情報の表示タイ
ミングは、走査対象の検査項目に関する超音波画像の表示前であっても、表示中であって
も良い。走査対象の検査項目に関する超音波画像の表示中の場合、診断補助情報は、走査
対象の検査項目に関する超音波画像に重ねて表示される。走査対象の検査項目に関する超
音波画像の表示前の場合、診断補助情報は、単独で表示される。走査対象の検査項目は、
例えば、入力装置３を介して操作者により選択される。また検査プロトコルを実行する場
合、当該検査プロトコルに含まれる複数の個別検査の中から、検査順序に従って診断補助
情報制御部１６により自動的に選択される。この場合、表示制御部１６ａは、個別検査の
実際前に予め診断補助情報を表示すると良い。
【００３８】
　超音波画像に診断補助情報が対応付けられている場合、表示制御部１６ａは、診断補助
情報制御部１６ｂの制御に従って、超音波画像とともに診断補助情報を表示したり、表示
領域から診断補助情報を除いて超音波画像のみを表示したりする。
【００３９】
　表示制御部１６ａは、操作者により入力装置３を介して検査プロトコルが選択され検査
開始指示が入力された場合、個別検査の順序に従って、予め個別検査に関連付けられた診
断部位情報のみをモニタ２に表示する。
【００４０】
　具体的には、表示制御部１６ａは、これから検査する被検体の過去の同一検査プロトコ
ル、または、別の被検体の過去の同一検査プロトコルをサムネイル表示したり、一覧表示
したりする。もしくは、表示制御部１６ａは、内部記憶部１７もしくはネットワーク上の
図示しない外部記憶装置に予め登録されている検査プロトコルを表示する。呼び出した検
査プロトコルに沿って検査を行なう場合、診断補助情報制御部１６ｂは、最初の個別検査
における走査部位に関する観察部位配置情報をモニタ２に表示するように表示制御部１６
ａに指示する。
【００４１】
　診断補助情報制御部１６ｂは、超音波画像とともに内部記憶部１７または外部記憶装置
に保存されている診断補助情報の表示に関する指示を表示制御部１６ａに対して行う。具
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体的には、超音波画像に付帯された診断補助情報のうちの入力装置３を介して指定された
診断補助情報を、モニタ２に表示するように表示制御部１６ａに指示する。例えば、観察
部位配置情報のみを表示するように制御するのか、腫瘍や関心部位を指すようなマーカの
みを表示するのか、操作者が入力した文字列のみを表示するのか、そのうちの複数を選択
して表示するのかを指示する。また、診断補助情報制御部１６ｂは、診断補助情報に関連
付けられた表示位置を読み出し、実際の診断用のモニタ上に画像サイズに合わせて表示さ
れるように表示制御部１６ａに指示する。
【００４２】
　次に、図１、図２、図３Ａ、図３Ｂ、図４、図５、図６Ａ、及び図６Ｂを参照しながら
、本実施形態に係る超音波診断装置の動作例について説明する。図２は、制御部１６の制
御のもとに行われる、本実施形態における超音波診断装置の動作の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。図３Ａは、本実施形態の検査プロトコルにおける同一患者の診断補助
情報の候補表示の一例である。図３Ｂは、本実施形態の検査プロトコルにおける過去の診
断補助情報の候補表示の一例である。図４は、本実施形態の検査プロトコルにおける個別
検査の詳細の一例である。図５は、本実施形態の診断補助情報の表示の一例である。図６
Ａは、本実施形態の診断補助情報と超音波画像との重ね合わせ表示の一例である。図６Ｂ
は、図６Ａの診断補助情報の表示の一例である。なお、以下では、超音波診断装置の操作
者により、同一検査（例えば、心臓スクリーニング等）の複数の検査プロトコルの中から
操作者によって１つの検査プロトコルが選択された場合を例として説明する。
【００４３】
　なお、以下の説明においては、診断補助情報は、観察部位配置情報であるとし、観察部
位配置情報を走査前にモニタ２に表示する場合を例に挙げる。表示対象の診断補助情報は
、予め入力装置３を介して操作者により選択されてもよいし、走査を開始してから変更で
きるようにしてもかまわない。例えば、チェックボックスのＯＮ／ＯＦＦによって、表示
／非表示を変更するようにしてもよい。これにより、必要な診断補助情報に限定して表示
することで、画面上の視認性が上がり、検査を進めやすくなる。また、表示制御部１６ａ
は、図６Ｂに示すように、今回の走査の際に操作者が重点的な関心部位をチェックできる
ように、予め前回の所見のメモを表示することもできる。例えば、図６Ｂに示すように、
所見のメモや関心部位を囲う枠線等が表示される。なお、所見のメモは、超音波画像等の
観察の邪魔になる場合、表示領域から消去することもできる。
【００４４】
　本実施形態では、図２に示すように、表示制御部１６ａは、予めネットワークを通じて
入力された、もしくは入力装置３によって入力された患者ＩＤと検査の種類等の検査情報
に従って、複数の検査プロトコルのなかの少なくとも１つの検査プロトコルをモニタ２に
表示する。モニタ２に表示された検査プロトコルの中から、実際に検査を行う際に使用す
るプロトコルを、操作者が入力装置３を介して選択する（ステップＳ１０１）。なお、表
示された検査プロトコルが１つの場合、当該一つの検査プロトコルは、操作者により入力
装置３を介して選択されてもよいし、選択されなくても良い。選択されない場合、制御部
１６は、自動的に検査を開始する。また、図４に示すように表示制御部１６ａは、選択さ
れた検査プロトコルの一覧を表示し、検査項目の並び替えを行えるようにしても良い。並
べ替えを行った検査プロトコルは、内部記憶部１７もしくは外部記憶装置に記憶される。
【００４５】
　設定された検査プロトコルで検査が開始される（ステッ プＳ１０２）と、同一患者の
同じ検査プロトコルの過去の観察部位配置情報が記録されているかどうかを、診断補助情
報制御部１６ｂが内部記憶部１７もしくは外部記憶装置に確認する（ステップＳ１０３）
。同一検査プロトコルの過去の観察部位配置情報が存在する場合、表示制御部１６ａは、
例えば図３Ａのように、これら観察部位配置情報の識別情報を一覧で表示する。なお表示
制御部１６ａは、観察部位配置情報として、識別情報ではなく、表示モデルのようなサム
ネイルを表示しても良い。なお、観察部位配置情報が複数存在する場合には、図３Ａのよ
うに、複数の観察部位配置情報を一定の条件に従う候補順序で表示しても良い。図３Ａの
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場合、検査日が最も近い監察医部位配置情報が第１候補として表示される。換言すれば、
複数の観察部位配置情報は、検査日の近いものから順番に上から表示されている。しかし
、複数の観察部位配置情報は、検査日の遠いものから順番に表示されても良い。所見メモ
のあり／なしに従って候補順序が決定されても良い。この場合、表示制御部１６ａは、所
見メモが関連付けられている観察部位配置情報が他の観察部位配置情報に比して候補順序
的に優先して表示させると良い。なお、候補順序のルールは、操作者により入力装置３を
使用して、選択できると良い。
【００４６】
　選択された観察部位配置情報は、表示制御部１６ａによりモニタ２に表示される（ステ
ップＳ１０４）。なお表示制御部１６ａは、初期的には、図５に示すように、関連付けら
れている超音波画像と共に観察部位配置情報を表示すると良い。この場合、表示制御部１
６ａは、超音波画像と観察部位配置情報との表示時点から一定期間経過後、超音波画像の
みをモニタ２の表示領域から自動的に消去すると良い。この場合、観察部位配置情報が表
示領域に表示されることとなる。なお、超音波画像は、上述のように一定期間経過後、自
動的に消去されることに限定されず、操作者により入力装置３を介した指示が入力された
ことを契機として、表示領域から消去されても良い。表示制御部１６ａは、観察部位配置
情報と超音波画像とを初期的に表示するのではなく、観察部位配置情報のみを初期的に表
示しても良い。また、図５に示すように、表示制御部１６ａは、これから取得する画像の
一般的な名称（例えば、Ａｐｉｃａｌｆｏｕｒ－ｃｈａｍｂｅｒ　ｖｉｅｗ）等を表す診
断補助情報を観察部位配置情報とともに表示してもよい。なお、これらの情報はあらかじ
め超音波画像と共に記憶されているものとする。
【００４７】
　なお、表示対象の診断部位情報の倍率とこれから取得する超音波画像の表示倍率とが異
なる場合、表示制御部１６ａは、表示対象の診断補助情報に関連付けられている表示位置
（座標）に従って、同一の解剖学的部位に観察部位配置情報を表示することができる。
【００４８】
　また、表示制御部１６ａは、同一の個別検査の検査順序が異なる観察部位配置情報が存
在する場合、現在の検査プロトコルにおける個別検査の検査順序に並び替えて、観察部位
配置情報を表示しても良い。
【００４９】
　次に、（ステップＳ１０３）において、同一患者の過去の観察部位配置情報が存在しな
い場合、別の患者の同一検査プロトコルの観察部位配置情報が記憶されているかどうかを
、診断補助情報制御部１６ａが内部記憶部１７もしくは外部記憶装置に確認する（ステッ
プＳ１０５）。別の患者の同一検査プロトコルの観察部位配置情報が記憶されていない場
合、表示制御部１６ａは、予め内部記憶部１７もしくは外部記憶装置に記憶されているデ
フォルトの観察部位配置情報をモニタ２に表示する（ステップＳ１０７）。
【００５０】
　なお表示制御部１６ａは、初期的には、図５に示すように、関連付けられている超音波
画像と共に観察部位配置情報を表示すると良い。この場合、表示制御部１６ａは、超音波
画像と観察部位配置情報との表示時点から一定期間経過後、超音波画像のみをモニタ２の
表示領域から自動的に消去すると良い。この場合、観察部位配置情報が表示領域に表示さ
れることとなる。なお、超音波画像は、上述のように一定期間経過後、自動的に消去され
ることに限定されず、操作者により入力装置３を介した指示が入力されたことを契機とし
て、表示領域から消去されても良い。表示制御部１６ａは、観察部位配置情報と超音波画
像とを初期的に表示するのではなく、観察部位配置情報のみを初期的に表示しても良い。
【００５１】
　なお内部記憶部１７は、複数の検査項目の各々に複数のデフォルトの観察部位配置情報
を関連付けて記憶している。この場合、診断補助情報制御部１６ｂは、複数のデフォルト
の観察部位配置情報の中から、被検体の身体情報に従って最適なデフォルトの観察部位配
置情報を選択する。身体情報は、例えば、被検体の体格や、年齢、性別等が挙げられる。
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身体情報は、デフォルトの観察部位配置情報に関連付けて内部記憶部１７に記憶されてい
る。例えば、診断補助情報制御部１６ｂは、複数のデフォルトの観察部位配置情報の中か
ら、被検体の身体情報と同一の身体情報に関連付けられた観察部位配置情報を選択する。
選択されたデフォルトの観察部位配置情報が表示制御部１６ａによりモニタ２に表示され
る。被検体の身体情報に最適な観察部位配置情報が表示されることによって、操作者は、
走査時における超音波プローブ１の当接位置及び当接方向等を調整しやすくなる。
【００５２】
　また、同一検査プロトコルに関する異なる患者についての観察部位配置情報が記憶され
ている場合、例えば、表示制御部１６ａは、図３Ｂに示すように、これら異なる患者につ
いての観察部位配置情報を表示する。
【００５３】
　別の患者の同一検査プロトコルに関する観察部位配置情報は、表示制御部１６ａにより
モニタ２に表示される（ステップＳ１０６）。なお表示制御部１６ａは、初期的には、図
５に示すように、関連付けられている超音波画像と共に観察部位配置情報を表示すると良
い。この場合、表示制御部１６ａは、超音波画像と観察部位配置情報との表示時点から一
定期間経過後、超音波画像のみをモニタ２の表示領域から自動的に消去すると良い。この
場合、観察部位配置情報が表示領域に表示されることとなる。なお、超音波画像は、上述
のように一定期間経過後、自動的に消去されることに限定されず、操作者により入力装置
３を介した指示が入力されたことを契機として、表示領域から消去されても良い。表示制
御部１６ａは、観察部位配置情報と超音波画像とを初期的に表示するのではなく、観察部
位配置情報のみを初期的に表示しても良い。
【００５４】
　観察部位配置情報が表示されると（ステップＳ０４、Ｓ１０６、Ｓ１０７）、送受信部
１１は、走査部位を走査する（ステップＳ１０８）。画像生成部１４は、超音波プローブ
からのエコー信号に基づいて超音波画像を生成する。操作者による入力装置３を介した指
示に従って、個別検査毎に観察部位配置情報が超音波画像に先立って表示され、その後、
当該個別検査に関する超音波画像が取得され表示される。走査前に観察部位配置情報が表
示されることにより、操作者は、次の走査の超音波プローブ１の被検体に当てる角度や、
場所を簡単に把握することができる。これにより、誤った箇所の走査を行うことや、走査
漏れを防ぐことができる。すべての個別検査の走査が終了した場合、制御部１６は、検査
を終了する（ステップＳ１０９）。
【００５５】
　なお、超音波画像に重ねて観察部位配置情報を表示する際、解剖学的に不適切な位置に
観察部位配置情報が表示される場合がある。この場合、表示制御部１６ａは、操作者によ
る入力装置３を介した指示に従って、観察部位配置情報の表示位置を変更したり、新たな
観察部位配置情報を超音波画像に付帯させたりしても良い。また、診断補助情報と超音波
画像とは内部記憶部１７において異なるレイヤーに記憶されても良い。この場合、表示制
御部１６ａは、診断補助情報と超音波画像とを個別にモニタ２に表示することができる。
例えば、表示制御部１６ａは、診断補助情報のみがモニタ２に表示することができる。
【００５６】
　例えば、表示制御部１６ａは、図６Ａに示すように、関心領域を囲った枠線や、矢印、
コメント等の各診断補助情報を超音波画像に重ねて良いし、図６Ｂに示すように、診断補
助情報のみを表示しても良い。なお、関心領域を囲った枠線や、矢印、コメント等の各診
断補助情報は、内部記憶部１７において異なるレイヤーに保存されている。診断補助情報
制御部１６ｂは、入力装置３を介した操作者から指示に従って、各診断補助情報の表示／
非表示を個別に切り替えることができる。このことにより、真に必要な情報のみを操作者
によって選択的に表示できるので、より検査の効率を上げることができる。
【００５７】
　上記の説明の通り、本実施形態に係る超音波診断装置は、内部記憶部１７、画像生成部
１４、モニタ２、及び表示制御部１６ａを有する。内部記憶部１７は、複数の検査項目の
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憶する。画像生成部１４は、超音波プローブ１からのエコー信号に基づいて走査対象の検
査項目に関する超音波画像を生成する。モニタ２は、表示領域を有する。表示制御部１６
ａは、内部記憶部１７に記憶されている診断補助情報のうちの走査対象の検査項目に関連
付けられた特定の診断補助情報を、モニタ２の表示領域における特定の診断補助情報に関
連付けられた特定の表示位置に表示するようにモニタ２を制御する。
【００５８】
　この構成により、本実施形態に係る超音波診断装置は、予め登録されてある診断補助情
報を現在の検査に再利用することができる。すなわち、本実施形態に係る超音波診断装置
は、走査対象の検査項目に関する超音波画像を表示する前段において、当該検査項目に関
し予め登録されている診断補助情報をモニタ２に表示することができる。従って操作者は
、検査毎に一から超音波画像に対して診断補助情報を付帯させる必要がなくなり、診断補
助情報の入力の手間を省くことができる。また、複数の検査項目について複数の検査を行
う場合、本実施形態に係る超音波診断装置は、各検査項目に関する超音波画像を表示する
前段において、予め登録されている診断補助情報をモニタ２に表示する。これにより操作
者は、複数の検査項目の検査順序を視認しやすく、検査漏れを起こしにくい。
【００５９】
　また、本実施形態によれば、複数の検査項目の超音波画像の診断補助情報があらかじめ
表示されていることにより、前回の所見の位置を把握した状態で検査を行うことができる
ので、時間の短縮につながる。
【００６０】
　かくして本実施形態によれば、診断補助情報の入力についての作業負担を軽減すること
が可能となる。
【００６１】
　なお、上記説明においては、本実施形態を超音波診断装置を例に挙げて説明した。しか
しながら、本実施形態を実現する装置は、超音波診断装置のみに限定されない。例えば、
図１の装置本体１０が、超音波診断装置とは別体のワークステーション等の超音波画像表
示装置であっても良い。この超音波画像表示装置は、例えば、超音波診断装置とネットワ
ークを介して接続されており、超音波診断装置により生成された超音波画像がネットワー
クを介して受信することができる。これにより本実施形態に係る超音波画像表示装置は、
上述の本実施形態に係る超音波診断装置と同様の処理を行うことができる。
【００６２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【００６３】
　１…超音波プローブ、２…モニタ、３…入力装置、１０…装置本体、１１…送受信部、
１２…Ｂモード処理部、１３…ドプラ処理部、１４…画像生成部、１５…画像メモリ、１
６…制御部、１６ａ…表示制御部、１６ｂ…診断補助情報制御部、１７…内部記憶部
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